ぬくもりボランティア福祉サービス事業実施要綱
（目　的）
第１条　本格的な少子・高齢化の進展、家族機能の変化等により福祉サービスの需要は大きく変容してきた。地域で生活する高齢者、障害者等への生活支援は、行政、社会福祉法人等において対応してきている。よりきめこまかな福祉サービスを行うため地域ボランティアによる生活支援を行うことにより、健康で住みやすい地域づくりを推進するとともに、地域福祉の向上に資することを目的とする。
（実施主体及び機関）
第２条　この事業は、西条市社会福祉協議会（以下「本会」という。）を実施主体とし、西条市社会福祉協議会支部（以下「支部社協」という。）を実施機関として推進する。
２　本事業の実施にあたっては、支部社協は、本会の各支所と緊密な連携をとりながら実施するものとする。

（推進員の設置）
第３条　この事業の円滑な推進を図るため、ぬくもりボランティア福祉サービス事業推進員（以下「推進員」という。）を設置する。
（会　員）
第４条　会員はこの事業の趣旨、目的に賛同し加入申込をした者で、次の2種類に区分し構成する。
（１）　利用会員　
市内に居住する高齢者、障害者、父子、母子世帯等で何らかの原因によって家庭生活を正常に維持することが困難と認められ、サービスの提供を受けている者をいう。

（２）　協力会員

市内に居住し、心身ともに健全で、この事業に対する理解と熱意を有し、第8条に定めるサービスに協力する者をいう。
（加入申込）
第５条　会員になろうとする者は、加入申込書により、当該支部社協の長（以下「支部長」という。）に申し込むものとする。但し、本人が申し込み困難なときは親族等が代って申し込むことができる。
（ぬくもりボランティア福祉サービス手帳）
第６条　協力会員には、ぬくもりボランティア福祉サービス手帳を交付する。
（資格の喪失）
第７条　会員は次の各号の一に該当した場合は資格を喪失する。
（１）　退会の申し出があったとき。
（２）　市外に転出したとき。

（３）　死亡したとき。
（サービスの内容）
第８条　サービスの内容は概ね次の区分に掲げるとおりとする。
Ａ　介護サービス

①　食事の介助
②　通院及び外出時の介助

③　入浴介助
Ｂ　家事サービス

①　衣類の洗濯、補修

②　住居等の掃除、整理整頓及び補修

③　生活必需品等の買い物

④　医療機関、官公署等への連絡

Ｃ　相談他サービス

①　代筆、代読、
②　相談、話相手
Ｄ　その他支部長が必要と認めるサービス

２　利用できるサービスは前項に定めるもののうち、必要と認められるものとする。

３　サービスの利用時間は、原則として午前9時から午後5時までの間の必要と認められる時間で、1日3時間、1週21時間を限度として行うものとする。
（休　　日）
第９条　休日は1月1日から同月3日まで及び12月29日から同月31日までの間とし、原則としてサービスを行わないものとする。
（派遣申込み）
第10条　サービスの提供を受けようとする利用会員は、申請書により支部長に申し込むものとする。
（派遣決定）
第11条　支部長は、前条の規定によりサービスの利用申し込みを受けたときは速やかに推進員の意見を聞き可否を決定し、利用会員に通知するものとする。
（派遣の取り消し）
第12条　利用会員は、受けているサービスが不要となったときは、直ちにその旨を申し出なければならない。
２　支部長は、利用会員が次の各号の一に該当するときは、サービスの提供を取り止めることができる。

（１）　偽り、又は不正な手段によりサービスの提供を受けていることが判明したとき。

（２）　その他サービスの提供が不適当と認められるとき。

３　支部長は前項の規定によりサービスの提供を取り止めようとするときは、必要に応じ実態調査を行い、速やかに可否を決定し、当該利用会員に通知するものとする。
（費用負担）
第13条　サービスの提供を受けた利用会員は別表第1に定める利用料を支払うものとする。
２　利用会員は介護等に要する材料費、交通費等の諸経費はこれを負担するものとする。
（預託点数）
第14条　協力会員の預託点数は、別表第2に定める預託基準により預託するものとする。
（預託の還付）
第15条　前条に規定する預託をした協力会員は、将来利用会員としてサービスを受けるときは、その点数に応じたサービスを無料で受けることができる。

２　前項に規定する預託点数は、協力会員本人のほか次の各号に掲げる者についてもこれを利用することができる。

（１）　同居の親族

（２）　市内に居住する協力会員の父母及び祖父母

３　第7条により資格喪失した会員に預託点数がある場合は、預託点数1点につき100円で計算した額を100,000円を限度として支給するものとする。

（傷害補償）
第16条　協力会員はボランティア保険に加入することとし、所定の傷害及び賠償責任保険を適用するものとする。
（協力会員の義務）
第17条　協力会員は次に掲げる義務を負うものとする。

（１）　サービスの提供にあたり、知りえた秘密を他に漏らしてはならない。

（２）　サービスに従事中、利用会員に異常を認めたときは、その状況を的確に把握し、適切な措置を講ずるとともに、必要に応じ関係機関等に連絡しなければならない。

（３）　サービスに従事するときは必ず会員証を携帯し、請求があったときはこれを提示しなければならない。

（４）　訪問中に物品の斡旋、販売又は物品等を受ける行為をしてはならない。
（研　修）
第18条　協力会員に対する研修は必要に応じて適宜行うものとする。
（費　用）
第19条　この事業に要する費用は、市の補助金及び自己財源をもってあてる。
（会　計）

第20条　この事業の経理は、一般会計の住民参加型地域福祉サービス事業経理区分で処理する。
２　この事業の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日をもって終わる。
（帳　簿）
第21条　支部長は必要な帳簿を備え、常に整備しておくものとする。
（委　任）
第22条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は本会会長が定める。
附　則
１　この要綱は、平成17年4月1日から施行する。
別表第1（第13条関係）

サービス利用料
	区　分
	内　　　容
	金　　額

（1時間当り）
	備　考

	Ａ
	ねたきり老人、重度障害者及びこれに準ずる者の介護サービスを利用したとき
	300円
	1.サービス時間に1時間未満の端数を生じたときは、切り上げるものとする。

	Ｂ
	掃除、洗濯、炊事、買い物及びこれに準ずる家事サービスを利用したとき
	200円
	

	Ｃ
	相談、話し相手程度のサービスを利用したとき
	100円
	


別表第2（第14条関係）

預託基準

	区　分
	内　　　容
	預託点数
(1時間当り)
	備考

	Ａ
	ねたきり老人、重度障害者及びこれに準ずる者の介護サービスを行ったとき
	３　点
	1.サービス時間に1時間未満の端数を生じたときは、切り上げるものとする。

	Ｂ
	掃除、洗濯、炊事、買物及びこれに準ずる家事サービスを行ったとき
	２　点
	

	Ｃ
	相談、話し相手程度のサービスを行ったとき
	１　点
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